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主催・消費税増税を考える調布の会


消費税増税問題を考える学習会


お話:山家悠紀夫さん 暮らしと経済研究室


日時:2月21日(木)18:00 資料代:100円


場所:たづくり12階大会議場
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▼きょうから第一歩を 





  安倍改憲を実現させない、国会で強行採決を許さないために、国政選挙を野党共闘で勝利する。それを支える３０００万署名を新たな力を結集して勝利することで、安倍政権を打倒しましょう。家族、友人、知人に声を掛ける行動を起こすことを、いまから始めましょう。今日の参加者一人ひとりがいまから第一歩を踏み出すことが結果につながるのです。　（山田都市子、調布ヶ丘）





▼女の執念で改憲阻止





　「軍隊を持ってはいけない」という憲法がいかに日本と市民を守っているか、よく分かりました。息もつかない話術で引きつけられました。何としても憲法９条をつぶしたい安倍の執念は恐ろしい。けれど戦争をしたい、戦争に取り憑かれた一部の男たちに負けない執念で野党を鼓舞し、阻止しなくては…。渡辺先生のスケジュールならいけそうですね。市民も寝ていてはいけない。野党共闘、参院選でもう一度！　希望を持ちました。ありがとう。


　　（匿名、国領町）





▼「やめさせ方が大事」、納得できました





  渡辺治先生のお話が聞けるというので参加しました。国民がどういう形で安倍政権をやめさせるか。その「やめさせ方が大事だ」ということがとても納得できました。


　（小林優、府中市）





▼これから何をすべきか…





　これからのことについて、何をすべきか、考えるきっかけになりました。


　　　　　（無記名）





▼改めて憲法９条の力を感じました





  渡辺先生のお話の中で一番印象に残ったことは、改めて憲法９条それ自体が持っている力の強さでした。世界の中でアメリカやイギリス、中国、ロシアと肩を並べられる軍事力を持った大国を目指せという財界からの圧力で、歴代自民党政権が改憲を目指してきたにもかかわらず成功していないこと。しかし今年は特に油断できない状況下にあることも…。先生のおっしゃるように「市民と野党の共闘」にくさびを打ち込もうとする安倍政権の、野党分断への警戒を強める必要があることも分かりました。今年の課題は、安倍改憲を阻むため、通常国会での発議を阻止する。参院選で改憲反対勢力が勝利して、与党が参院で持っている３分の２の議席をつぶす。安倍改憲を阻んで安倍政治を終わらせる…ですね。諦めず頑張りたいと思います。（加藤由美子、多摩川）





▼３０００万署名をもう１度





　非常に有意義な内容でした。私たちのたたかいの方向に確信を持って、３０００万署名をもう一度訴えて具体化したいと思います。


（遠藤道雄、府中市）
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お話:丸山 重威さん


　調布｢憲法ひろば｣世話人


時:3月23日(土)13:00


於:あくろす3階


　　あくろすホール


参加費:300円








お話:礒野 弥生さん


　東京経済大学名誉教授


時:2月16日(土)13:00 


於:あくろす3階


　　あくろすホール


参加費:300円
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第１４４回（２月）例会


頻発する自然災害


防災･減災を憲法から考える
































第１４５回（３月）例会


住宅の真下に巨大トンネルはいらない


リニア新幹線問題にも触れて
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